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研究要旨（プリオン病の二次感染リスク者のフォローアップに関する研究） 

手術器具等を介したプリオン病の二次感染リスク保有可能性者のフォローアップを

行っている。事案発生時には該当施設の現地調査を行い、リスク保有可能性者の経過

観察の支援を行い、発症のリスクを検討している。これまでのところ、プリオン病の

二次感染事例はない。 

 

 

Ａ.研究目的 

本研究の目的は、手術後にプリオン病(クロ

イツフェルト・ヤコブ病)と判明した患者に使

用した器具を用いて手術を受けたリスク保有

可能性者発生の実態状況の把握と、定期的な

神経学的異常の確認、心理的苦痛のフォロー

アップをおこなうことである。クロイツフェ

ルト・ヤコブ病インシデント委員会として、

調査研究を行っている。 

 

Ｂ.研究方法 

プリオン病のサーベイランス調査研究に参

加し、その内容を分析・検討することにより、

プリオン病の二次感染予防リスクのある事例

を抽出・検討する。該当する施設の現地調査

を行い、リスクに関連する手術機器を検討す

る。また、リスク保有可能性者の経過観察の

支援を行い、発症のリスクを検討する。 

 

 (倫理面への配慮) 

金沢大学および東京医科歯科大学の倫理委

員会で承認を得ている。 

 

Ｃ.研究結果 

１）新規インシデント事例：平成 27 年は

新規インシデント可能性事案が 1 件あった。

この 1件は現地調査を行い、インシデント事

例と判明した。現地調査の結果、アルカリ洗

浄剤・ウォッシャーディスインフェクターを

ガイドライン対応のものを使用していなかっ

たことが判明した。また、オートクレーブは

134℃を 18 分行わないといけないところを、

10 分しか行っていなかった。CJD が判明し

た直後から、脳外科手術に使用する器具すべ

てを、ウォッシャーディスインフェクターを

用いて洗浄しており、リスク保有可能性者の

拡大を防いだ。各セット（手術セット、バイ

ポーラー等）の使用対象者を確認の上、27例

が告知対象者となった。 

 

２）フォローアップ集計：これまでに 15 の

インシデント事例が確認されている。このうち

昨年度までに 4 事例で 10 年間のフォローアッ

プ期間が終了している。これまでのところ、プ

リオン病の二次感染事例はない。 

 

Ｄ.考察 

最近販売されたプラズマなしの過酸化水素



 

ガス滅菌機の導入を考えているが、プリオン病

対策として、問題ないかとの問い合わせを受け

た。インシデント委員会で検討し、以下の様に

考察した。 

本来、2008年のプリオン病感染予防ガイド

ラインでは、ステラッドは、軟性内視鏡など

に対して、緊急避難的に、やむを得ず、プリ

オン病対策に使用してもいいという事になっ

ており、すべての機器に対して、プリオン病

対策として適切であるわけではない。この点

を、機会があるごとに、周知を深める必要が

ある。以前も、過酸化水素ガス滅菌器の有効

性は問われたことがあるが、科学的根拠はま

だ十分ではなく、プリオン病対策としては、

はっきりと問題ないとは言えない。 

今後も、プリオン病対策の滅菌法に関する

問い合わせが出てくることが予想される。イ

ンシデント委員会内で、プリオン病対策の滅

菌法に関する最新情報を、常に、up dateして

いく必要がある。また、滅菌法に関する問い

合わせは、今後も、個々に、インシデント委

員会として、対応していく方針とした。 

Ｅ.結論 

これまでのフォローアップでは、プリオン

病の二次感染事例はない。プリオン病の二次

感染予防リスクのある事例について、引き続

き現地調査を含めてフォローをしていく必要

がある。 

  

Ｆ.健康危険情報 

なし 
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1.論文発表 

なし 
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